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東京都文京区弥生 2- 4-16 
勧 学会誌刊行センター 内
日本薬史学会事務局

Phone (03) 3817-5825 

FAX (03) 3817-5830 

日本薬史学会・化学史学会合同秋季講演会
ご案内

日時 平成 9 年11月 15 日(土) 10 : 30'"'-' 16 : 00 

場所 辰野平野町ギャラリー

(大阪市中央区平野町 1 丁目 1 -5 咽， 06-23ト1080)

大阪地下鉄堺筋線「北浜」下車 南東へ約 5 分

主催 日本薬史学会・化学史学会

共催 (財〉日本薬剤師研修センター

演題・演者

『伝承薬物研究のー軌跡』

後藤 実(日本東洋医学会名誉会員)

『第一次世界大戦が大阪に生み出した化学工業』

上中 博(化学史学会評議員)

『和漢洋薬索引の編集について』

青木允夫(日本薬史学会名誉会員〉

『杏雨書屋蔵書中の宇田川橋庵の化学関係資料』

芝 哲夫(大医大学名誉教授)

『近代日本の酒造技術について一伊丹の酒一』

鎌谷親善(東洋大学教授〉

『正倉院薬物の再調査』

柴田承 二(学士院会員 ・東大名誉教授〉

来聴歓迎(入場無料)

講演会は、認定薬剤師制度の対象となっております。

懇親会 16 : 30 より 要予約(会費・ 3 ， 000門会場で支払)

予約、 連絡、問い合わせ先:米田 該典

干565 吹田市山田丘 1 -6 大阪大学薬学部

TEL 06-879-8249 FAX 06-879-8160 (直通〉



第34回国際薬史会議(フィレンツェ・イタリア)
第 1 回ご案内

第34回国際薬史会議は1999年10月 20-23 日

にイタリーのフィレンツェで開催されること

が発表された。本会に寄せられた 1st Circuｭ

lar の英文の部分を紹介するとともに過去 3

回の国際薬史会議と趣きを異にする企画が立

てられているように感じられたのでその要点

を記す。

会議の公用語はイタリ一語、英語、 ドイ ツ

語で同時通訳の準備があるようである 。

20世紀最後の国際薬史会議でもあり、世界

的にも保健サービス事業の変革の波が薬業に

も押しよせている。 21世紀を迎えるにあたり

薬業の経営戦略、ガイドラインの設定、およ

びそれらの評価について各国の薬剤師の役割

を論じ合うのは時宜を得たテーマとして開催

国のイタリー薬史学会は下記の 3 つのセク

シ ョンを企画した。

①1499年のフィ レ ン ツ ェの処方薬と近代の薬

局方と薬局の運営

②薬剤師の専門性と薬に関するあらゆる設術

を薬局製剤の向上に反映させるには

③社会環境の進展に対応して顧客の必要を満

たす技術及び貢献情報のサービスについて

今回の会議は l 日に l つずつ上記テーマに

ついて集中的に討議する計画で、午前中は基

調講演 5~6題〈歴史的なこと、当面するこ

とから将来の問題まで)と討論、午後は更に

3~4 の会場に分かれて、午前の討議に関連

しての発表を行う計画である。

抄録の締切りは1999年 5 月 30 日必着で、組

織委員会は 7 月 15 日までに演題としての採否

を通知する。申込まれる方は英文の 1st

Circular を熟読すること。

会期中にコンサート、晩餐会が開催される

ほか、国立図書館でフィ レンツ ェの処方集、

サンマルコ博物館で薬局で用いられる査のコ

レクションの展示が行われる。会場内に於て

製薬企業による展示も企画されている。

• GENERAL /NFORMATlON  

LOCATlON  

Cenrro 1nren町'onale臼ngrwi

l'ia~~a Adl岨， 1 -50123 -Florence. 

COLLATERAL EVENTS OF INTEREST 

TO PARTECIPANTS 

-Meering o[ IIIe 1n岡田tiona!Soc町 o[ IIie H白川 o[
1'/11 l11T1lIC) ，悦.CI，胤均 20 0cばJeT 1999. 
-Conc.町1 in Stlll阻 MariaN個々1Ia， Wew回均 20

Ocwl.貯 1999 目

-GぬDilll町， F町均 21白時rI卿.

StilJ 10 be def�ed: 
-Exhibil o/llle Flarenrine DOOIU o[ Prescri1'lion5, 
NclliulllIl Ubrarヲ・

-ExJliJ~lO[ apc.山由)}CI1l， M雌lono[ san Man:o 

OFFICIAL LANGUAGES 

TIIe o[f�ia1languages alllie Meeling 刷11 be Eng/ish , 
German and Itlll旬n. Simullaneoll5 rrarulaliOl1 
間明cea凶ilable

EXPOSITION AREA 

An exhibil o[ p1l1mnauulica1 lech ，曲。ωllbe
staged 似thin IIIe mwillg tlTfa 

COMMUNICATIONS AND POSTERS 

Tlleabs町'acl.llor bolh Ihe 'aゐ町田tegories mll.ll be 
sentlo Organi~atiOl1iJI Servim no Ia閉山n30May
1999; lIie autl!ors 制11 be senc ill[ormatiOl1 regarding 
lICCeþ剛αorrejectiOl1 01 t1le tlurks by 15 }uly 1999. 

The absrracl.l 01 clle communications m凶lbe り伊d

m脚kin IIle area 01 the fcmn [ar thal Þ附皿.
PIeωeresμCI 仇e [ollot'~lIg ",Ies: 
-use an electric typewricer 制th向ticr似馴町a

Iaser 1m・川肝;

-5i加ngl砕e-s仰εαetl山lIeal.店即汀a副Cαlan刈d必 no“tlea柑 any b仙~c川11
line白s;

-indenc each 1回ragral>h three 51削ces;
'附 only commonly-'出.dabbrevitJtions and inclucle 
lIie [ull lexl al {ITSI citari0n5; 
-a附d 肝ωuresaiuf handwrillen corrections. 



ー向m8:30am 仇刷。 1 :∞ pm.附rk in 的e
assembか ha".州hma炉ぼ仰rts addressing 的e
subject of伽 day 向mdiff駻ent poin岱 o(附w(h信tory.
ωnten岱問quiring 舟<le蜘 ion. the (iJω叫;w肋 ample
s仰α /e(! for dIぽωsion. ωnsidering that the 陀仰rts
糊iH be limited ω 5 or 6 in number; 

-(10m 2:30 pm through 6:0q pm.instead. 仇e work of 
的e meeting wi" ωn伽uein30r4di府河川ha"s where 
short c町nmunications 陀Ia俗dto めe 5 or6 ω，biects 
ωuchedon in 的e moming session 附ill be heatd. 

l ぶ江J J
.../ 

Mi lano ,Yenezia ' 
o 
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………帥ecome a 兵[undamental o�portunity for planning めe role ofth暗( 1 
Pharmadst in rhe 2000s. 

one priority planning a陀a for the 34th Intemational 
Meeting naturolly becomes 加。fde~ning the subj'閥
的at 附11 be dealt with and めe 陀lative working 
I"OI!rom. 
We-h町'e se/eaed めe fo/.助制惚 as guide/ines for 的e
Meeting: 

-"Pharmacy in めe Evolution o[ Setting and 
白mmunications for Meωing Customer Needs":this 信
。的le which 附"undoubtedlv al/ow us to include the 
su句ect of"aバ and lite回ure in pharmacy" but at the 
same time provide 0 /ead-in to dis，ωssion of topical 
su旬間.

As開'gatds instead めes加áu問。fwork， we ar曹
persuaded 的at 的eprogroms for eacll of the rh問e
meeling拘5.21-22・21 Oaober 1999. ω'ghtto 
include: 

-3-

34lh Intcn四回，，1
M町10唱団 Ih<l1国叫
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1.'1111刷伽 a帽

句}喧

一



-・・・・ PROGRAM
W'EDNESDAY. 20 OcTO゚ F.R 1999 

lnaugllral Ceremony 

-\Iiセ/come ωparric(仰nrs
-1 nrroducrory Speech 

工旦μ監♀Ay， 21 OcTO゚EH 1999 

Firsc Sessのn : "The Flotrncine B∞k of Pmcri/>ricJlI.' 

。'f 1499andM油開 Pharmaco阿凶"

Asserゆか HaU ! moming) 

- 5 - 6maj町 re防白

-01ぽ凶sion

3 haIIS ! afcem∞n) 

-Short communicarioiu 

FRtDAY. 22 OcTO゚ ER 1999 

&ε四1d Session・“門司，fessional μifeand

Pharmaceu帥1 Techn脚"

Ass開WlyHaU !m開ling)

-5 -6m勾orre仰rts
- Dぽ凶slon

3 halls!“I比明llXllI)

-S加r communicarions 

SATLJRDAY. 23 ocπ3日ER 1999 

Third Session:"Pharmacy in the Eoolu∞n ofSerring 
andCommun回åonsfor Meering ClIStomeT Needs" 

Assernbly HaU ! moming) 

-5-6rnaj町 re附白
-Discussion 

3 ha1ls !afcem棚)

-Short communica白川

Exhibir on the rraditions of the pharm町ー shop
firrings , signs and irnage. 

Closing ceremony 

学会・講演会など予告

|薬史学会・医史学会合同研究会|

時期: 1997 (平成 9) 年12月 20 日(土)

場所:順天堂大学医学部

(東京都文京区本郷2-1-1 ) 

薬史学会よりの演者・演題:

川瀬清、中国システム医療概観

(中国衛生年鑑事に見る三級医療網)

|日本薬学会118年会(京都)薬史学部会(案)1

午前:一般講演

午後:部会シンポジウム

テーマ「戦後薬学50年史J (1) 

1.基調報告 「戦後日本の科学技術史概観j

2. 薬学分野別報告

3. 討論

|日本薬史学会， 98年度総会|

時期: 1998 (平成10) 年 4 月 11 日(土)

場所東京大学薬学部講堂

(東京都文京区本郷7ート1 ) 

編集後記

本号は、秋季講演会のご案内と、明後'99

年秋にイタリア・フィレン ツ ェで開催される

第34回・国際薬史会議の予告特集になってし

まいました。 国際的にも薬史学研究の中味が、

旧来のものと大いに変わって来ているのを感

じます。当薬史学会としては、日本からも、

特に若い方々の国際会議差是加を希望しており

ます。 '99年 5 月末の講演抄録の締切りまで

時聞は充分にあります。ふるって応募して下

さい。

⑨ 
フィレンツ ェのパトロ ン メ ジチ家の紋章
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